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要旨 

ESPEN の展開する栄養教育プログラムである LLL は上級レベルの知識をまとまった形で

得ることができる貴重なものであり、臨床栄養のエキスパートを目指して取り組むにはと

ても素晴らしいプログラムである。しかし言葉の壁や難易度も高いため、どのように学習を

進めていったらよいか悩む学習者も少なくない。筆者は 2010年頃より生涯学習の一環とし

て LLL に取り組み 2015 年にポルトガルのリスボンで開催された ESPEN での最終試験で

DIPLOMA を取得した。またその学習経験を生かして、JSPEN 主催の LLL 事前学習会で

LLL の学習をサポートさせていただいている。今回 LLL の学習方法として、いままで経験

してきた LLL における効率的な学習方法について分かりやすく解説させていただきたい。 

 

日本語キーワード：ヨーロッパ臨床栄養代謝学会、LLL、学習方法 

 

LLL の学習における目標設定 

ESPEN（ヨーロッパ臨床栄養代謝学会：以下 ESPEN）の栄養学習プログラム LLL(Life 

Long Learning：以下 LLL)の学習を開始される場合には最初に LLL の学習目標を立てる

ことが大切である。LLL は約 40の臨床栄養に関するバラエティー豊かな Topic から構成さ

れているが、（図 1,2）その中でも基礎的な Topic であり、どの職種でも学習に取り組みやす

い Topic3:Nutritional Assessment and Techniques 栄養アセスメント、Topic8:Approach 

to Oral and Enteral Nutrition in Adults 成人における経口摂取と経腸栄養、

Topic9:Approach to Parenteral Nutrition 静脈栄養入門から学習することを勧める。これ

らの基礎的な Topic はオンラインでも学習することができ、その後ライブコースでも同じ

Topic を能動的に学習できるため、初期の目標としては非常に手が届きやすく、それほど負

担なく学習ができる。初めてライブコースを受講する場合では上記の基礎的な Topic から１

つか２つの Topic を選択して学習に取り組み、慣れてきたら徐々にライブコースでの選択
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Topic を増やしていくとよい。1 つのライブコースを受講し，試験にパスすると 4credit を

取得することが出来る。国内のライブコースへ 2日間参加すると最高 4Topic のライブコー

スを受講できるが、最初の頃はかなりハードである。また LLL の中には非常に高度な臨床

栄養の知識を学ぶことができる Topic もあるが、その反面該当領域の専門医でもうっかりす

ると certificate を取り逃がしてしまうこともある。そのため、上記の基礎的な Topic をし

っかりと学習した後に専門性の高い Topic の学習へ段階的に移行することでスムーズな学

習につなげていくことが大切である。（図 3）ライブコースに関しては、全ての Topic がラ

イブで受講できるわけではなく、おおよそ 20強の Topic がライブコースで現在カバーされ

ており、残りの Topic はオンラインでの自己学習が基本となる。オンラインでの自己学習で

も、ライブコースに向けた学習でも取り組むことは同じであり、その具体的な方法に関して

は後述する。基礎的な Topic の学習終了後はそれぞれの専門分野に関する Topic や興味のあ

る分野の Topic の学習に移行するとよい。最終目標として DIPLOMA の取得を視野に入れ

て学習に取り組むことで世界標準の臨床栄養のエキスパートに近づくことができると信じ

ている。 

ESPEN EU DIPLOMA 

多くの LLL 学習者の目標は臨床栄養に関する知識を身につけることにあるが、最終的には

DIPLOMA 取得を目指されることを勧める。そのための最終試験である Final 

Examination(以下：Final Exam)への準備はとても大切なので少し触れさせていただき

たい。Final Exam は臨床栄養のエキスパートを目指す者にとって年１回 ESPEN（欧州

臨床栄養代謝学会：以下 ESPEN）の最終日の前日に開催されているとても重要な試験

である。Final Exam で 80％以上のスコアを取得して試験にパスすると DIPLOMA が

授与されるが多くの学習者にとって DIPLOMA 取得は難関かつとても栄誉なことでも

ある。（写真 1）毎年 Final Exam 受験の要綱が ESPEN のウエブサイトに掲載される

ので受験予定の方は必ずご自身で確認することを勧める。１）例年であれば LLL ライブコ

ースからの必須 Topic3、8、9、17、18 を含む 14 ライブコース・ウエビナー，56 クレジ

ットの取得とオンラインコースからの必須 Topic1、6、20、23 を含む 64 クレジットの

取得が最低必要である。Final Exam は今まで学習してきた Topic から 16Topic を選択し

て ESPEN に希望する試験範囲を申請することができる。試験は選択した範囲以外からも

出題され、RCT（Randomized controlled trial:ランダム化比較試験）の結果を問うような

難易度の高い問題も含まれることからいままで学習してきた幅広い範囲を効率的に学

習する必要がある。Final Exam 対策に関しては、英文テキスト・確認テストの項を参照

いただきたい。試験時間は３時間で 100 問、形式はマルチプルチョイス形式であること

から従来経験してきているライブコースでの True or False とは異なるのでより詳細に英

文テキストを読み込み、出来るだけマルチプルチョイス（4 あるいは 5 の選択肢から１

つ選択する）形式の問題に慣れておく必要がある。まずは受験資格を取得することが第

一関門である。国内のライブコースが 2017 年度から年２回開催となったことから



JSPEN-LLL ライブコースを計画的に受講することで国内だけでも十分 Final Exam にチャ

レンジできる環境が整いつつある。受験資格を得て Final Exam の準備をされる段階にな

ったら是非現在国内にいる 30 名の DIPLOMA 取得者にアドバイスを聞くとよい。全員

LLL に関して十分な経験と熱意を有している臨床栄養のエキスパートである。その都度

適切な助言がいただけ励みになるだけでなく、Final Exam の準備の為の険しい長い道の

りを歩き続ける際にとても心強いものになり得る。 

具体的な学習方法について 

① 和文テキスト 

主要な LLL の Topic に関しては当学会誌の LLL 特集号により日本語での要約が紹介され

ている。JSPEN のウエブサイトからリンクされているので是非活用することを勧める。２）

まずはよく和文テキストを読むことから学習を開始するとよい。和文を最初に理解するこ

とで後の英文テキストのリーディングに取り組みやすくなる。共通のこととして英文テキ

ストの学習の項でも繰り返し述べるが和文テキストの学習においても特に Learning 

Objectives、Key Message、Summary は大切である。Key Message は特にその Module の

要点が短文でまとまっているので暗記してもよい。和文テキストを何度か繰り返して理解

出来たらなるべく早く英文テキストの学習へ移行することを勧める。多くの学習者にとっ

て日本語のみでの学習は非常に快適ではあるが、あくまで英文テキストを読み込むための

準備段階であることを頭に入れておくとよい。英文テキストの学習へ移行した後も理解に

苦しんだ際には和文テキストに戻り理解した内容の再確認の際に大いに活用したい。また、

LLL 特集号は日本語で要約されているので非常にボリュームが少ない、英文テキストは同

じ module であってもボリュームが多く最初の頃は大変であるが、出来るだけ早い段階から

英語をなるべく使用した学習へ移行することが基礎力アップへつながる近道である。 

 

② 英単語 

英文テキストを読み進める上でも、ライブコースに参加し Certificate 取得を目指す際にも

英単語学習はその基礎となり非常に重要であると共に最初の英語に対す壁でもある。英単

語学習を克服し、英語アレルギーを取り除くことでその後の学習が容易になることから具

体的に学習の詳細について解説する。 

現在無料で利用することができる Weblio３)や Google 翻訳４）などのオンライン辞書を活用

して英文テキスト中の単語をその都度調べていくとよい。特に英単語が苦手であれば合わ

せて単語帳を作成していくと英語学習の第一歩となる。PDF である英文テキストを iPad な

どに入れて学習する場合であれば、英単語アプリなどを活用すると英単語帳の作成も非常

に容易である。単語の暗記方法であるが、英文テキストの文中で覚えていくのが一番良い方

法として知られている。しかし、初学者にとって分からない単語が多い場合には、英単語帳

を活用することが効率的な学習につながる。「英単語の暗記は楽しくない」と思われている

場合が多いが、臨床栄養に関係する単語であり、知識が増えるのを楽しむくらいの感覚で楽



しく学習できるように進めていくことが望ましい。単語の暗記方法であるが、インプットと

アウトプットを同時に行うことが肝要である。音読が必要か？黙読だけでよいのか？書き

ながら覚えるのか？という質問を受けることがある。単語も発音音源と共に覚えるのが一

番良い方法である。声に出して覚える・見て覚える・書いて覚える等のいずれの方法でもよ

いが、可能であればそれらを組み合わせて人それぞれ自分にあった方法を身に付ければよ

い。その次には１日に覚える単語数の目安を決めておくことである。1 日に 50 個、または

100個などと決めてそれを継続できればよい。毎日の学習の中で、これくらいならば毎日継

続できそうだなという自分なりのペースを把握しておき、毎日コツコツと繰り返していく

とよい。栄養に関する単語であるため馴染みがあり比較的覚えやすく、何度か繰り返し慣れ

てきたら今度は覚えられない単語のみに絞って行うとさらに効率的に英単語を覚えること

がでる。その際に覚えられなかった単語学習は隙間時間をみつけて取り組むとよい。何度か

繰り返してもなかなか覚えられない単語はその後に出来るだけ多く触れることで克服でき

るだろう。また復習は翌日、数週間～1ケ月後に同じ範囲を復習する必要がある。これは「エ

ビングハウスの忘却曲線」としてもよく知られているが、人の記憶は１日後には急激な忘却

が起こり大部分は忘れ去られてしまうというものである。このことをよく理解しておき、多

くの単語を覚えていなかったとしても落胆せずに、再度インプットし直していき丁寧に復

習することが大切である。英単語を覚えられないという大半の学習者はそれ程時間をかけ

ていなかったり、復習をしていなかったりすることが原因であったりすることが多い。根気

よく続けていくことで量が質に転化する瞬間が必ずやってくるので、ある程度時間がかか

るものだと覚悟して継続して取り組むことも大切である。学習を継続することができた頃

には最初に作成した単語帳はボロボロになってきて各自のオリジナルに近い大切なツール

となっている。このようにしてコツコツと単語数を増やしていくことにより、英文テキスト

のリーディングに移行した際に格段にリーディングスピードがあがる。更に余力のある学

習者への英単語学習の際にお勧めする方法として、最近のオンライン辞書等の英単語の発

音ボタンを活用した正確な発音と共に覚える方法である。ノートパソコンや iphone を用い

て、生の英語音源と共に覚えることを勧める。将来的に ESPEN 等の国際学会で開催され

る LLL ライブコース（写真 2）に参加する際に英単語が聞き取れるだけでも大いに役立つ。 

 

③ 英文テキスト 

和文テキストを用いた学習、英単語の学習の次は英文テキストの学習に移る。その中でも特

に Learning Objectives、Key Message、Summary は大切である。（図 4）Key Message は

特にその Module の要点が短文でまとまっているので英文で暗記してもよい。要点をおさ

えた後に全文読むとよいが、一度に読み進めるのが大変であれば毎日少しずつ取り組むこ

とを勧める。朝や昼休みなど１日に LLL のテキストを読む時間を決めて毎日 15分～30分

程度でもよいので継続して英語を読むことに慣れることが重要である。英語に対して抵抗

がなくなってくるのには時間を要するが必ず効果がみられるはずである。最近は DeepL 翻



訳 5）の機能も向上してきており PDF の英文テキストを一度に全訳することも可能である

ので、工夫しながら補助的に学習に取り入れることが肝要である。LLL の学習にとどまら

ず、国際学会での発表や英語論文執筆を目指す際にも英文のリーディングはその基礎的な

土台となる。LLL の学習をするうえで英文テキストを用いた学習が最も重要であり、内容

を理解することはさらに大切である。その際、英文テキストの最後の引用文献や日本語の参

考資料等まで学習することは、深い理解につながる。リーディングの手順としては英文テキ

ストのリーディングの開始時に本文中の分からない英単語を全て確認し、その際に SV 構

造、構文、複数形と単数形と動詞の活用等を理解しながら時間をかけて一度精読する。その

後初めから終わりまで通して読みこれを繰り返す。英文テキストを読み込むことでそれま

で点と点だった知識が線としてつながり理解が深まる。更に臨床栄養に関する知識が英文

テキストを読み込むことで英語が蓄積されるのと同時に英文のリーディング速度は飛躍的

に向上する。この英文テキストの読み込みが最終試験対策として最も重要であることは疑

いの余地がなく、Final Exam受験予定者は出来るだけ早い段階から英文テキストの読み込

みにしっかりと取り組むことを勧める。英文テキストは３年に一度くらいの頻度で大きく

改訂されることが多い。例年 ESPEN 開催の直前に行われることが多く ESPEN のウエブ

サイトでアナウンスがあるためライブコース受講前には最新のテキストを確認する必要が

ある。テキストはオンラインの PDF 版が基本となるが、それ以外で一冊お勧めするとすれ

ば紙媒体ではあるが ESPEN Blue Book である。（写真 3）こちらは ESPEN のウエブサイ

トのみからのオーダーとなり、最新版である第５版は４６ユーロ＋送料で入手することが

できる。辞書のように厚く持ち運びには適さないが、LLL や ESPEN のガイドラインのエ

ッセンスが盛り込まれた素晴らしいテキストであり、隙間時間に要点を少し確認したい時

などに手元にあると心強い。LLL の各 module 同様に臨床栄養に精通している世界中のエ

キスパートが執筆されている。それ以外に日本語での様々な臨床栄養に関するテキストが

出版されているが、LLL の学習においては必要ないであろう。最後にあくまでも ESPEN

の LLL のオンライン上の最新の英文テキストが最良の教材であり、それに代わるものはな

いことを付け加えておく。 

 

④ 確認テスト 

英文テキストの学習の最後には内容の理解の確認のために各 Module の最後にある self-

assessment test を繰り返し行うことをお勧めする。（図 5）LLL ライブコース直前には特

にこのことに集中的に取り組む必要がある。Self-assessment test は何度でも繰り返して挑

戦できるので、完璧にできるまで続けていくとよい。その際に重要なポイントは答えを単に

確認するだけにとどまらず、問題の答えの根拠となるキーポイントを英文テキスト中で押

さえながら学習をしていくことである。問題は必ずテキスト中の重要と思われる箇所につ

いての質問である。できれば英文テキストの周辺の知識も合わせて覚えておくと体系的な

学習になり、覚えたことを忘れにくい状態に保つことができる。確認テストで何を聞いてい



るのか見当もつかない時には一度 Key Message に戻り再度読み返してみると英文テキスト

のどこのことを聞いているのか把握出来ることが多い。英文テキストの該当箇所を再度確

認して解答できるようになれば問題演習も徐々にスピードが増す。その際には Key 

Message だけでなく、再度何について学習しているのかを Learning Objectives で再確認

し、Contents で英文テキストのどこに記載されているかを確認する方法でもよい。いずれ

の方法でも解答の根拠を英文テキストから探す作業はどの問題を解くうえでも最も重要な

ことである。これを怠ると知識が薄っぺらいものになってしまうため気をつけなければな

らない。前述の英文テキストのリーディングで読み込みが十分にできているとこの時に費

やす時間が節約できスムーズな学習につながる。また、PDF の検索機能を使うことも膨大

なテキスト中から解答に必要な適切な部分を瞬時に探すのに役立つ、検索欄にキーワード

をタイプすると候補となる英文テキスト中の該当箇所がヒットするのでその中から適切な

ものを選び読んで理解できればよい。問題に取りかかり度々つまづいて先に進めない時に

は英文テキストのリーディングの読み込みが不十分な場合が多く思いきって英文テキスト

のリーディングに戻ることも必要である。問題の根拠を英文テキストから探す際に英文テ

キストの重要な箇所にマーカーを引いたりしたオリジナルの学習ノートを作成するのもよ

い方法である。紙媒体であっても電子媒体でもよく学習者個々の環境に合わせたものを選

択するとよい。問題形式は Topic ごとに異なるが、最近の多くが Self-assessmnet test はマ

ルチプルチョイス形式、Grading Quiz は True or false 形式になっている。ライブコースに

向けた対策としては出来るだけ Self-assessment test を繰り返すのが基本となるが、その際

に出来るだけマルチプルチョイスの問題の選択肢である a)～ｄ)がそれぞれTrueか falseか

を意識して確認しながらその根拠とともに学習を進めていくことが必要である。さらに余

力がある場合は Grading Quiz まで取り組むと理解が深まる。 

 Grading Quiz は credit 取得に関わるため 2 度しかチャレンジすることができない。

Grading Qiuz は各 module に対して 10問～20問強で構成されていることが多い。また 2

度チャレンジ出来るが 1 度目と 2 度目が同じ問題であるとは限らない。Self-assessment 

test で自信がつき十分な時間が確保できる時に各自でチャレンジするとよい。Grading 

Quiz をパスすると各 module に対して 1creditを取得することができる。 

 

⑤ LLL 事前学習会 

細かいテクニックなどは繰り返し問題を解くことによって自然と身についてくるものであ

るが、初めての学習者により効率的な学習方法を学んでいただくために、JSPEN 主催の

LLL 事前学習会が JSPEN-LLL ライブコース前に定期的に開催されている。（写真 4）詳細

に関しては JSPEN のウエブサイトをご確認いただき参加されることを勧める。前述した英

単語帳を参加者が中心となり作成して英単語の確認を行い、和文テキストの学習と確認の

ためのミニテスト、英文テキストの学習と確認のためのミニテスト、直前にはライブコース

対策として模擬試験を実施している。参加者全員の Certificate の取得と学習対象 Topic へ



の深い理解を目的としている。学習スタイルもディスカッションを中心としたアウトプッ

トベースの能動的な学習スタイルを提供している。個々の自己学習で理解が不十分のまま

であったり、問題を解く際になかなか先に進めなかった経験のある学習者にも好評であり、

より適切な Tips なども合わせて適宜紹介している。LLL 事前学習会の一連の学習を通じ

て、効率的な学習方法を身につけることが可能である。また一人で行う学習の問題として継

続することが困難なことがあげられる。LLL 事前学習会で同じ目標を共有できる LLL の仲

間をみつけることで、継続した学習へつなげていくことが可能であると信じている。 

 

➅ まとめ 

最後に、「継続は力なり」という言葉があるように毎日コツコツと取り組む学習以上に有効

な方法はない。そのような努力をされたうえで JSPEN-LLL ライブコースに参加すれば、

Certificate の取得は十分可能であり、その後の DOPLOMA 取得も必ず視野に入ってくる

はずである。「みんなの JSPEN、みんなの LLL」 という素晴らしい言葉がある。その実現

に向けて JSPEN 会員のひとりひとりのチャレンジを期待する。 

 

著者の利益相反 

開示すべき利益相反はない。 
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